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ている o だが， ウォーターゲート事件が単なる政治犯罪からネーション意識自体を脅かす出来事へと変貌した過程は，
政体とネーションの弁別をあらためて明確化し，政治と一線を引く「ア・フリー・ピープル」としてのネーション意
識を再確認させた。一方ロッキード事件をめぐる議論は，日本の国家がネーション意識の中軸を占めるものでなく，





論文全体は 5 章からなる o 1 章では，ネーションとナショナリズムに関する研究を整理して， 日本語の訳を含めた
「ネーション」の定義について論じる。 2 章では，日米のネーションとナショナリズムについての先行的議論を検討
する。 3 章ではウォーターゲート事件をとおして，ナショナリズムと異なるシビル・レリジョン的ネーション意識を
明らかにし， 4 章ではロッキード事件の議論に登場する本質的ネーション意識と国家の不在性について検討する o 5 
章では 3 章と 4 章に明らかにした日米のネーション意識を比較し，国家との接合の在り方について考察する。
ネーション意識の問題は， これをナショナリズム一一政治的共同体への帰属感，あるいは一体化への願望一ーから















































ころみたものである o 論文の特徴は，およそ次の 3 点に集約できる。(1)ネーションをステート(国家)から分離して，
その意識の変化をステートとの相互連関の中で浮かび上がらせたこと。 (2)日米両国の対比を大変鮮やかに提起したこ
と。つまり，ロッキード事件・ウォーターゲート事件というほぼ同時期に政治の最高権力者を巻き込んだ二つの事件
を手がかりにして， í民族J íア・フリー・ビープル」という鍵概念をそれぞれについて抽出し，ネーション意識の類
似点と相違点を整理したこと。 (3) 日米の比較を，とくに英語から日本語への翻訳に重点を置いておこなったこと。
本審査委員会は論文の内容に議論の余地を認めたものの，上記の特徴を高く評価して博士(人間科学)の学位授与
に値すると判断した。
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